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消費税軽減税率セミナー/人材育成・活用セミナー
IT活用セミナー/鹿児島ブランチ交流会
全国商工会議所観光振興大会in金沢

情報・文化部会委員研修会
商業部会委員研修会

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける事業者への支援策について
検定試験のご案内
外国人留学生インターンシップ受入企業の募集
改正食品衛生法対策セミナー
GS1事業者コード申請受付終了のお知らせ
ザ・ビジネスモール
青年部・女性会 新入会員募集
会報「アイム」ホームページ掲載のお知らせ
静岡商工会議所からのお知らせ
富士山静岡空港ビジネスサポートキャンペーン
かごしま国体募金のお願い

フォトニュース10
かごしま検定のご案内9

ニュースメール/補助金ナビ
各種補助金情報のご案内

経営相談ガイド6

　慶長5（1600）年9月15日、日本歴史上最も有名な合戦の
火ぶたが切られた。それは関ヶ原の戦いであり、この戦いの
後、徳川家康が政権を握ることになる。この合戦に島津義弘
が参戦し、石田三成方、いわゆる西軍に付き、退却に際して
敵の徳川側に向かうという「敵中突破」を行ったことでも有
名である。
　ただ、義弘は西軍参戦を当初は望んでいなかったことも知
られていて、伏見城入城を拒否されたことにより石田方への
参戦であった。陣所跡が関ヶ原にある。ちなみに現在も関ヶ
原には合戦の知名度の高さから、参戦したそれぞれの大名の
陣所跡に目印となる碑があったり旗などが掲げられていたり
して、訪ねやすくなっている。義弘の軍勢は、約1500人で
小池と呼ばれる場所に布陣し、甥の豊久は、その南側前方に
布陣した。
　関ヶ原の合戦は朝８時頃に開戦し、正午には大勢が決し始
めた。それに合わせて義弘は、桃配山に本陣を置いていた徳
川家康の陣方向に向かって軍勢を進めた。ちなみに、家康陣
は退路としては薩摩に向かうために近いとされる伊勢路方面

にある。まず先陣を切ったのは、後に出水地頭となり、当地
に様々な功績を残した山田昌厳であった。その後に義弘の身
代わりとなった島津豊久や長寿院盛淳が続いた。関ヶ原近く
の鳥頭坂には、豊久の慰霊碑が建立されている。また、長寿
院盛淳の供養碑も琳光寺（大垣市石津町）にある。
　撤退する島津義弘の前に、徳川家康の重臣である井伊直政
が立ちはだかる。直政の参戦は退路を求める義弘勢にとって
脅威、敵将・直政を討ち取るため、火縄銃を持つ柏木源藤が
対応した。柏木の弾は直政の右脇腹に当たったものの、鎧に
よって跳ね返り右腕を貫いたとされている。しかしこの出来
事によって井伊勢は怯み、大勢の犠牲を払いながらも義弘は
関ヶ原を脱し、鹿児島まで無事に帰ることができたのであ
る。
　天下を二分した大戦の顛末は現代に至るまで様々に語られ
ることとなったが、敵陣に向かって退却するという義弘の大
胆な行動は中でもその名を天下に示し、今に至る義弘人気の
大きな理由になっているといえよう。
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この会報の愛称『アイム』は、鹿児島商工会議所
ビルの愛称と同じです。自己紹介の言葉“I

,
m...”は、

出会いの始まりです。“I”には「インフォメーショ
ン」「インテリジェント」、“m”には「メトロポリス」
「ミート」の意が込められています。

 月のスケジュール 鹿児島商工会議所3   

部会・委員会活動報告12

インフォメーション14

◆関ヶ原合戦島津義弘陣所跡（岐阜県関ヶ原町）

期日 件　　名

販売促進セミナー　14:00～16:00　於：14階
かごしま商人塾　第7回　18:30～20:00　於：14階

会員の集い
講演会　　　15:30～17:00　於：鹿児島サンロイヤルホテル2F「太陽の間」
会員交流会　17:15～18:40　於：鹿児島サンロイヤルホテル2F「開聞の間」
第48回カラーコーディネーター検定試験申し込み受付開始（～4/24迄）

決算・確定申告相談会（～3/16迄）　於：13階
かごしま商人塾　第6回　19:00～21:00　於：14階
ベストサービスセミナー　14:00～15:30　於：14階

組織力強化セミナー　14:00～16:00　於：14階

ワンストップ専門相談会　13:30～16:00　於：13階

HACCPセミナー　13:30～15:00　於：14階

企業と留学生の交流会　13:30～17:30　於：鹿児島大学　交流プラザ
簿記検定指導者セミナー　13:00～16:00　於：13階
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経営革新計画

　
本
県
に
お
け
る
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
者
数
は
、
全
国
同
様
、
減
少
を
続
け
て
お

り
、
平
成
28
年
に
は
５
万
者
を
下
回
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。ま
た
、
本
県
経
営
者
の
２

０
１
９
年
の
平
均
年
齢
は
60
・
３
歳
と
な

り
、
過
去
最
高
を
更
新
す
る
な
ど
、
県
内
中

小
企
業
者
等
の
安
定
的
な
経
営
の
持
続
化

が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
内
中
小
企
業
者
等
を
取
り
巻
く
現
状

を
見
て
み
る
と
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少

等
に
伴
う
市
場
縮
小
、
後
継
者
不
在
、
人
手

不
足
の
深
刻
化
な
ど
、
構
造
的
な
変
化
が

生
じ
て
お
り
、
県
内
中
小
企
業
者
等
が
抱

え
る
課
題
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
県
内
中
小
企
業
者
等
の
経
営
革
新
等

に
よ
る
経
営
の
向
上
を
図
る
取
組
や
事
業

承
継
へ
の
早
期
着
手
、
人
手
不
足
に
対
応

し
た
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
直
し
、Ｉ
Ｔ
導

入
等
に
よ
る
効
率
化
等
の
生
産
性
向
上
に

向
け
た
取
組
な
ど
が
よ
り
一
層
重
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
に
加

え
、
県
内
中
小
企
業
者
等
を
身
近
で
支
え

る
商
工
団
体
、
士
業
、
地
域
金
融
機
関
な
ど

の
支
援
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
、
時
代
と

と
も
に
変
化
す
る
経
営
課
題
と
合
わ
せ

て
、
創
業
か
ら
事
業
承
継
に
至
る
ま
で
の

各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
生
じ
る
経
営
課
題

に
応
じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅰ
　
本
県
中
小
企
業
・

　
　
　
　
小
規
模
企
業
者
の
状
況

Ⅱ
　
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
に

　
　
基
づ
く
経
営
革
新
計
画
と
は

　
経
営
革
新
と
は
、事
業
者
が
自
社
に
と
っ
て
新
た
な
事
業
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
経

営
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。新
商
品
を
作
り
差
別
化
を
図
り
た
い
、新
サ
ー
ビ
ス

で
収
益
を
上
げ
た
い
な
ど
考
え
て
い
る
方
は
、経
営
革
新
計
画
を
作
成
し
、県
に
承
認
を
受

け
る
こ
と
で
多
く
の
優
遇
措
置
や
支
援
策
を
受
け
ら
れ
ま
す
。今
回
は
、県
商
工
労
働
水
産

部
経
営
金
融
課
の
若
松
氏
に
計
画
の
作
成
方
法
や
承
認
を
受
け
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

に
つ
い
て
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　﹁
中
小
企
業
者
等
の
経
営
革
新
﹂
は
、
地

域
経
済
や
社
会
の
活
力
向
上
の
観
点
か

ら
、
非
常
に
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
。

　
経
営
を
考
え
る
上
で
は
、
中
長
期
の
経

営
環
境
の
変
化
を
感
じ
取
り
、
乗
り
越
え

る
対
策
を
常
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
ま
た
、
短
期
的
な
利
益
も
大
事
で
す

が
、
中
長
期
的
に
事
業
を
捉
え
、
自
社
の
経

営
構
造
を
変
化
さ
せ
る
た
め
の
準
備
・
取

組
を
平
行
し
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
そ
の
経
営
革
新
に
つ
い
て
は
、
中

小
企
業
等
経
営
強
化
法
で
は
、﹁
事
業
者
が

新
事
業
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

経
営
の
相
当
程
度
の
向
上
を
図
る
こ
と
﹂

と
さ
れ
、
具
体
的
に
は
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
新
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
開
発

し
て
生
産
し
た
り
、
既
存
の
商
品
で
あ
っ

て
も
新
し
い
生
産
方
式
や
販
売
の
手
法
を

導
入
し
た
り
す
る
な
ど
、
個
々
の
企
業
に

と
っ
て
の
新
事
業
活
動
に
よ
り
付
加
価
値

や
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
新
し
い
事
業
活
動
︵
経
営
革

新
︶に
つ
い
て
は
、
企
業
自
ら
が
検
討
を
重

ね
、
そ
の
内
容
を
計
画
書
︵
申
請
書
様
式
︶

に
落
と
し
込
み
県
に
提
出
す
る
と
、
新
規

性
・
収
益
性
・
実
現
可
能
性
等
の
観
点
か

ら
、
法
に
基
づ
き
審
査
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
計
画
の
承
認
を
受
け
る
と
、
信
用
保
証

の
特
例
や
低
利
融
資
、
県
制
度
融
資
な
ど
、

様
々
な
支
援
策
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

︵
※
計
画
承
認
は
支
援
を
保
証
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。計
画
承
認
後
、
利
用
を

希
望
す
る
支
援
策
の
実
施
機
関
の
審
査
が

あ
り
ま
す
。︶

出典：中小企業庁　経営革新計画進め方ガイドブック

経
営
革
新
計
画
の
ス
ス
メ
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経営革新計画

　
県
で
は
、﹁
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
事

業
費
補
助
金
﹂に
よ
り
、
承
認
を
受
け
た
計

画
に
基
づ
き
実
施
す
る
販
路
開
拓
等
の
取

組
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。

　
国
に
お
い
て
も
、
計
画
承
認
を
、﹁
も
の

づ
く
り
補
助
金
﹂
に
お
け
る
加
点
・
補
助

率
の
嵩
上
げ
項
目
に
設
定
す
る
と
と
も

に
、
代
替
わ
り
を
契
機
に
し
た
経
営
革
新

を
支
援
す
る
﹁
事
業
承
継
補
助
金
﹂
を
設
け

る
な
ど
、
経
営
革
新
に
取
り
組
む
企
業
の

後
押
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

︵
※
計
画
承
認
企
業
に
対
し
て
は
、
毎
年
、

県
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。︶

Ⅲ
　
県
・
国
に
お
け
る
経
営
革
新

　
　
の
促
進
の
た
め
の
主
な
支
援

　
計
画
策
定
は
、
先
に
挙
げ
た
融
資
や
補

助
金
等
の
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
経
営

内
部
と
外
部
の
両
面
で
良
い
影
響
が
あ
り

ま
す
。

　
経
営
内
部
の
面
で
は
、
自
社
の
強
み
・

弱
み
や
自
社
の
置
か
れ
た
外
部
環
境
を
分

析
・
把
握
し
、
問
題
点
や
課
題
を
抽
出
す

る
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、﹁
こ
れ
ま
で
の
経
営

の
見
え
る
化
﹂
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
具
体
的
な
売
上
計
画
や
利
益
計

画
を
検
討
す
る
中
で
、﹁
今
後
の
経
営
目

標
﹂
が
設
定
で
き
、
中
長
期
的
視
点
で
﹁
必

要
な
具
体
策
﹂
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。取
組
の
結
果
、
計
画
ど
お
り
か
否
か
を

問
わ
ず
、
構
造
変
化
に
対
応
す
る
こ
と
の

必
要
性
を
感
じ
取
れ
、
既
存
事
業
に
過
度

に
依
存
す
る
経
営
意
識
か
ら
脱
却
で
き
る

契
機
と
な
り
ま
す
。計
画
ど
お
り
い
く
と
、

当
然
業
績
が
向
上
し
新
た
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

獲
得
で
き
る
な
ど
、
さ
ら
に
企
業
を
強
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
経
営
外
部
の
面
で
は
、
経
営
が
し
っ
か

り
し
て
く
る
こ
と
で
、
企
業
内
外
の
関
係

者︵
従
業
員
、
取
引
先
、
融
資
先
等
︶に
対
し

更
な
る
信
用
を
得
ら
れ
る
な
ど
、
目
に
見

え
な
い
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
承
継
を
は
じ
め
、
第
二
創

業
・
新
分
野
進
出
、
事
業
再
生
な
ど
に
際

Ⅳ
　
経
営
革
新
計
画
の
す
す
め

出典：中小企業庁　経営革新計画進め方ガイドブック

し
て
、
経
営
革
新
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
多
く
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。　
　

　
経
営
革
新
は
、
企
業
の
事
業
規
模
・
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
問
わ
ず
、
ど
の
企
業
で

も
取
り
組
め
る
も
の
で
す
の
で
、
計
画
策

定
に
是
非
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
平
成
11
年
度
の
制
度
開
始
か
ら
、
延
べ

７
６
８
者
の
企
業
が
計
画
承
認
を
受
け
て

い
ま
す
。今
年
度
も
既
に
18
者
の
企
業
が

承
認
を
受
け
、
そ
の
う
ち
７
者
が
２
回
目

の
承
認
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
に
も
、
新
し

い
事
業
に
、
計
画
的
に
何
度
で
も
取
り
組

も
う
と
す
る
積
極
的
な
企
業
が
い
る
こ
と

を
大
変
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

Ⅴ
　
経
営
革
新
の
広
が
り
の
た
め
に

︹
事
例
が
あ
る
の
？
︺

　
経
営
者
の
方
に
経
営
革
新
を
す
す

め
る
際
、﹁
ど
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る

の
か
﹂
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。興
味
の

あ
る
方
の
た
め
に
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
事
例
集
を
公
開
し
て
い
ま
す
。ま

た
、
承
認
を
受
け
ら
れ
た
企
業
に
は
、

定
期
的
に
事
例
や
支
援
施
策
の
ご
紹

介
等
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

①新商品の開発又は生産

②新役務の開発又は提供

③商品の新たな生産又は販売の方式の導入

④役務の新たな提供の方式の導入その他の新たな
　事業活動

「新事業活動」とは？

（中小企業等経営強化法第2条第6項）
（基本方針　第2 経営革新1（－））

「新事業活動」とは、次の 4つの「新たな取
り組み」をいいます。経営革新計画を作成す
ることにより、「新たな取り組み」の目標、重
点課題等が明らかになり、進歩状況確認に
より機能的に事業を行うことができます。

個々の中小企業者にとって「新たな事業活動」で

あれば、既に他社において採用されている技術・

方式を活用する場合でも原則として承認の対象

となります。ただし、

①業種毎に同業の中小企業の当該技術等の導入

状況

②地域性の高いものについては、同一地域にお

ける同業他社における当該技術等の導入状況

を判断し、それぞれについて既に相当程度普及し

ている技術・方式等の導入については、承認対

象外となります。
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経営革新計画

Ⅵ
　
今
後
の
県
の
支
援
に
つ
い
て

　
最
後
に
、
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
も﹁
中
小

企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る
か

ご
し
ま
県
民
条
例
﹂を
踏
ま
え
、
各
般
の
施

策
を
展
開
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
地

域
の
経
済
・
社
会
・
雇
用
を
支
え
る
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
の
重
要
性

に
鑑
み
、
県
内
中
小
企
業
者
等
へ
の
支
援

を
よ
り
一
層
促
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
経
営
革
新
に
よ
り
経
営

の
向
上
を
図
る
取
組
を
一
層
強
化
し
て
い

く
と
と
も
に
、
円
滑
な
事
業
承
継
の
促
進
、

Ｉ
Ｔ
導
入
等
に
よ
る
効
率
化
等
の
生
産
性

向
上
に
向
け
た
支
援
、
株
式
上
場
等
に
向

け
た
支
援
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
県

内
中
小
企
業
者
等
の
経
営
基
盤
の
強
化
・

充
実
の
た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
企
業
の
中
に
は
、
前

回
の
計
画
策
定
時
よ
り
業
績
を
格
段
に
向

上
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。そ

の
経
営
者
の
方
か
ら
お
話
を
直
に
お
伺
い

す
る
と
、﹁
前
回
の
計
画
策
定
を
経
験
し
て

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
得
ら
れ
た
﹂﹁
さ
ら
に

次
な
る
市
場
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
届
く
商
品

︵
サ
ー
ビ
ス
︶
を
提
供
し
た
い
﹂﹁
前
回
は
計

画
ど
お
り
に
は
い
か
な
か
っ
た
。で
も
そ

の
取
組
の
中
で
得
ら
れ
た
機
会
で
、
既
存

事
業
の
業
績
が
大
幅
に
伸
び
た
﹂
な
ど
の

力
強
い
声
を
い
た
だ
き
ま
す
。そ
の
よ
う

な
﹃
常
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
﹄
と
す
る
姿

に
、
こ
ち
ら
が
励
ま
さ
れ
刺
激
を
い
た
だ

く
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

　
逆
に
、
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
経
営
者

の
方
か
ら
も
、﹁
前
回
の
反
省
点
を
踏
ま
え

て
も
う
一
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
﹂﹁
前
回

計
画
の
取
組
の
中
で
つ
な
が
っ
た
取
引
先

か
ら
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
顧
客
ニ
ー
ズ
を

掴
む
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
た
﹂
な
ど
の
声
を

い
た
だ
き
ま
す
。

　
県
と
し
て
も
、
ど
ん
ど
ん
成
長
を
遂
げ

て
い
く
企
業
や
新
し
い
事
業
に
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企
業
を
よ
り
多
く
創
出

す
る
た
め
、
今
後
、
経
営
革
新
企
業
の
更
な

る
横
展
開
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

︹
代
替
わ
り
経
営
革
新
の
す
す
め
︺

　
数
あ
る
承
認
事
例
の
中
に
は
、
後
継

者
が
主
体
と
な
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

デ
ア
を
考
え
計
画
・
実
行
す
る
内
容
の

も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
。経
営
革
新
の

事
業
責
任
者
に
後
継
者
を
据
え
る
こ
と

で
、
次
世
代
の
経
営
者
を
育
成
し
て
い

く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
後
継
者
の
育
成
に
は
５
年
か

ら
10
年
を
要
す
る
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
事
業
承
継
に
向
け
た
準
備
に
早
い

段
階
で
計
画
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
。若
手
の
発
想
や
行
動
力
で
経

営
革
新
に
取
り
組
む
こ
と
も
育
成
方
法

の
一
つ
と
し
て
お
す
す
め
し
ま
す
。

経営革新計画承認手続きのフロー

鹿児島県庁経営金融課への問い合わせ・相談

TEL：099-286-2944
FAX：099-286-5576
E-mail:shien@pref.kagoshima.lg.jp

必要書類の作成・準備

鹿児島県のホームページからもダウンロードできます。
「鹿児島　経営革新」で検索
https://www.pref.kagoshima.jp/af02/
keieikakushin/shienseido.html

申請書の提出

本社所在地が鹿児島県の場合、申請書の提出先は
鹿児島県庁経営金融課です。

経営革新計画の承認

受付後、経営革新計画の内容等について審査が行われ
た上で承認となります。

各種支援策の活用等

経営革新計画の達成

①補助金、②低利融資、③信用保証の特例、
④高度化融資制度、
⑤中小企業投資育成株式会社法の特例、
⑥ベンチャーファンドからの投資、
⑦特許料等の軽減措置、
⑧販路開拓コーディネート事業、
⑨県制度資金による融資（新事業チャレンジ資金）、
⑩海外展開に伴う資金調達支援

鹿
児
島
県
商
工
労
働
水
産
部
経
営
金
融
課

経
営
支
援
係
長
　
若
松
秀
和
氏

　
　
　
　
　
　
　︵
中
小
企
業
診
断
士
︶

（

（
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TALK

豊
か
な
未
来
の
た
め
に
、
皆
様
と
い
っ
し
ょ
に
汗
を
か
い
て
い
き
た
い

QA

QA

QA

にいざき やすふみ さん（48歳）
福岡市生まれ
1994年4月　日本開発銀行　入行
2003年4月　日本政策投資銀行　新規事業部　調査役
2004年3月　日本政策投資銀行　環境・エネルギー部　調査役
2007年4月　日本政策投資銀行　交通・生活部　調査役
2008年3月　日本政策投資銀行　企業金融第4部　調査役
2010年5月　株式会社日本政策投資銀行　企業金融第4部　課長
2013年3月　株式会社日本政策投資銀行　審査部　課長
2013年7月　株式会社日本政策投資銀行　九州支店　課長
2016年4月　株式会社日本政策投資銀行　経営企画部　課長
2018年6月　株式会社日本政策投資銀行　経営企画部担当部長
2019年6月　株式会社日本政策投資銀行　南九州支店　支店長

株式会社
日本政策投資銀行
南九州支店 支店長

新崎 恭史さん

　
日
本
政
策
投
資
銀
行
南
九
州
支
店
の
業

務
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
日
本
の
未
来
の
た
め
に
、
そ
し
て
地
域

の
未
来
の
た
め
に
投
融
資
を
通
じ
て
貢
献

す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
役
割
で
す
。
弊
行

は
政
府
１
０
０
％
出
資
の
政
策
金
融
機
関

で
、
中
立
的
な
立
場
で
投
融
資
を
行
い
ま

す
。
中
長
期
的
資
金
を
供
給
で
き
る
こ
と

も
大
き
な
特
色
で
、
他
の
金
融
機
関
で
は

融
資
が
難
し
い
ケ
ー
ス
で
も
対
応
し
て
い

ま
す
。
投
融
資
先
は
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

産
業
創
出
、
地
場
産
業
の
振
興
、
事
業
再

生
と
い
っ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
南
九
州
支
店
は
宮
崎
県
・
鹿
児
島
県
・

沖
縄
県
を
担
当
。
１
９
９
９
年
に
事
務
所

か
ら
支
店
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
は

鹿
児
島
の
皆
様
の
後
押
し
が
あ
っ
て
実
現

し
ま
し
た
。
地
域
企
業
の
挑
戦
や
地
域
課

題
の
解
決
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
投
融
資
だ
け
で
な
く
、
シ

ン
ク
タ
ン
ク
的
な
役
割
も
あ
り
ま
す
。
地

域
経
済
の
分
析
、
国
内
外
の
取
組
事
例
の

紹
介
、
企
業
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
と
い
っ
た

こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
協
議
会

な
ど
に
も
参
加
し
、
商
工
会
議
所
様
と
関

わ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　
2
0
1
9
年
6
月
に
支
店
長
に
就
任
。

鹿
児
島
の
印
象
は
い
か
が
で
す
か
？

　
鹿
児
島
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
太
り

ま
し
た
︵
笑
︶
。
食
べ
物
が
美
味
し
い
。

素
材
が
違
い
ま
す
。
食
の
分
野
は
、
鹿
児

島
の
大
き
な
強
み
で
す
。
南
九
州
支
店
で

は
﹁
食
、
健
康
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹂

先
進
地
域
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
地

域
の
基
幹
産
業
の
強
化
に
重
点
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
﹁
食
﹂
は
そ
の
中
で
も

大
き
な
柱
。
新
た
な
価
値
を
創
造
で
き
る

事
業
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し
広
く
発
信
し
て
い

け
る
事
業
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
は
人
間
関
係
が
近
く
て
温
か
い
、

と
も
感
じ
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
業
、
製

造
業
、
流
通
、
観
光
と
産
業
分
野
の
距
離

感
も
近
い
で
す
よ
ね
。
こ
れ
ま
で
に
九
州

各
県
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
ど
こ
と
も
違

う
熱
量
を
感
じ
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が

地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
力
を
出
し
合
っ
て

課
題
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
モ
ノ
も
場
所
も
人
も
、
魅
力
が
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。
個
人
的
に
は
離
島
の
魅
力

に
ハ
マ
っ
て
い
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も

訪
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
鹿
児
島
の
フ
ァ

ン
を
増
や
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
展
望
を
お
持
ち
で
す
か
？

　
鹿
児
島
に
と
っ
て
、
こ
こ
数
年
は
エ

ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
時
期
と
な
り
ま
す
。

鹿
児
島
中
央
駅
前
や
天
文
館
な
ど
で
再
開

発
が
進
め
ら
れ
、
街
の
姿
は
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
０

年
は
国
民
体
育
大
会
の
開
催
を
控
え
、
奄

美
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
た
動
き

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
支
店
長
と
し
て
関
わ
り
、
地
域
づ
く
り

の
お
手
伝
い
が
で
き
る
と
い
う
の
は
と
て

も
光
栄
な
こ
と
で
す
。

　
鹿
児
島
は
、
日
本
の
課
題
先
進
地
域
で

も
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
や
担
い
手
の
高

齢
化
と
い
っ
た
問
題
の
ほ
か
、
自
然
災
害

も
多
い
地
域
で
す
。
地
域
の
皆
様
が
作
り

出
す
課
題
解
決
の
﹁
鹿
児
島
モ
デ
ル
﹂
は
、

他
地
域
で
も
大
い
に
参
考
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
豊
か
な
鹿
児
島
の
将
来
に
向
け
て
、
私

た
ち
は
力
を
尽
く
し
ま
す
。
地
域
の
皆
様

と
じ
っ
く
り
話
し
合
い
、
若
い
人
の
発
想

も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
い
っ
し
ょ
に
汗
を

か
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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経営相談ガイド

○
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
業
支
援
部
経
営
支
援
二
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
３
４

　
経
営
に
役
立
つ
研
修
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
相
談

会
の
お
知
ら
せ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を

毎
月
２
回
メ
ー
ル
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ー
ル
で
の
お
知
ら
せ
の
た
め
、
手
軽
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。ま
た
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

情
報
を
す
ぐ
に
取
得
で
き
ま
す
。

　
登
録
は
無
料
で
す
。

■
主
な
配
信
内
容

　
○
商
工
会
議
所
の
新
着
情
報

　
○
相
談
会
・
各
種
制
度
の
ご
案
内

　
○
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会
の
開
催
案
内

　
○
お
役
立
ち
地
域
情
報

■
登
録
は
コ
チ
ラ
か
ら
←

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp

://w
w

w
.k

a
g
o
sh

im
a
cci.o

r.jp
/?p

=5
9

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を

　
　
　
　
　
　
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ

　﹁
利
用
可
能
な
補
助
金
の
情
報
を
ど
こ
で
調

べ
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
﹂

　
そ
ん
な
方
に
、
補
助
金
ナ
ビ
は
、
国
や
県
、
そ

の
他
の
機
関
が
交
付
す
る
中
小
企
業
、
小
規
模

事
業
者
向
け
の
補
助
金
、
助
成
金
の
情
報
を
と

り
ま
と
め
て
紹
介
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
通
常
、
各
補
助
金
の
情
報
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

交
付
団
体
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
な
ど
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。補
助
金
ナ
ビ
は
こ
れ
を
ま
と
め

て
一
覧
で
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
時
間
を
か

け
ず
に
補
助
金
の
情
報
を
調
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
補
助
金
ナ
ビ
は
鹿
児
島
商
工
会
議
所
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　 

鹿
児
島
商
工
会
議
所
補
助
金
ナ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で  

検
索

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp

://w
w

w
.k

ag
o
sh

im
a-cci.o

r.jp
/?p

=2
8

補
助
金
ナ
ビ

使
え
る
補
助
金
・

　
　  

助
成
金
を
ま
と
め
て
い
ま
す

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
業
支
援
部 

経
営
支
援
二
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
３
４
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経営相談ガイド

生産性向上を目指す皆様へ

各種補助金をご活用ください ! 

　2020年より補助金申請の手続きに、電子申請システム「Jグランツ」が導入されます。電子申請にあたっては
Gビズ IDの取得が必要です（無料）。申請から取得まで2～3週間を要しますので公募開始前からお早めに申請
してください。

電子申請システム「Jグランツ」が登場！

速 報 令和2年実施 中小企業生産性革命推進事業の予算案が公表されました

令和2年1月30日付で経済産業省より令和元年度補正予算案に関する速報がでました。
①事業実施期限が予算終了時まで（基金化により複数年度実施、予算額3,600億円、最長令和5年度末）
②一部補助金では賃金引き上げ等が申請要件（未達の場合には補助金の返還が必要）
従来より上記のような変更がありました。各補助金の申請スケジュールや補助金額等の詳細につきましては、後日、中小
企業庁より発表される予定です。

　補助金等の公募が始まりましたら、当商工会議所のホームページ、ニュースメール（メール配信サービス）等で
ご案内いたします。
　当商工会議所では、事業に対する各種補助金や助成金の申請における相談や計画書作成の支援などを行っており
ますので、補助金・助成金の活用をお考えの方は、お気軽にご相談ください。

○お問い合わせ先：鹿児島商工会議所　企業支援部　TEL 099（225）9534

■事業目的・概要
　中小企業等が行う革新的なサービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善に必要な設備投資等を支援
するものです。
■申請要件（※前回は加点要件でしたが、今回からは申請要件になります。）
　以下の要件のいずれも満たす3～5年の事業計画を策定し、従業員に表明している中小企業・小規模事
業者等
　1. 事業計画期間において、給与支給総額を年率平均1.5％以上増加
　2. 事業計画期間において、事業場内最低賃金（事業場内で最も低い賃金）を地域別最低賃金＋30円以上
　 の水準にする
　3. 事業計画期間において、事業者全体の付加価値額を年率平均3％増加
　◎平成30年度補正ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金（実績）
　　申請数　20,803件　採択数　9,531件　（採択率45.8％）

１．ものづくり・商業・サービス生産性向上促進事業（ものづくり補助金）
　（補助上限額：1,000万円（下限100万円）、補助率：小規模事業者3分の2、その他の事業者2分の1）

※共同申請の場合50万円×事業者数の合計額。ただし500万円を上限とする
■事業目的・概要
　小規模事業者が経営計画を策定して取り組む販路開拓等の取組を支援するものです。
　補助対象の例：店舗の改装、ホームページの作成・改良、チラシ・カタログの作成、広告掲載など
　◎平成30年度補正小規模事業者持続化補助金（実績）
　　申請数　33,282件　採択数　29,945件　（採択率90.0％）

2．小規模事業者持続的発展支援事業（持続化補助金）
　（補助上限額：50万円、補助率：3分の2）

■事業目的・概要
　中小企業・小規模事業者等の生産性向上を実現するため、バックオフィス業務の効率化や新たな顧客獲
得等の付加価値向上（売上向上）に資する IT導入ツールの導入を支援するものです。
　◎平成30年度補正サービス等生産性向上 IT導入支援事業費補助金（実績）
　　申請数　25,669件　採択数　7,386件　（採択率28.8％）

3．サービス等生産性向上 IT導入支援事業（IT導入補助金）
　（補助上限額：450万円（下限30万円）、補助率2分の1）

◎
令
和
元
年
度
補
正
予
算
案
額
　
3
6
0
0
億
円



気
負
わ
ず
に
自
然
体
で
、
鹿
児
島
の
魅
力
を
伝
え
た
い

鹿
児
島
を
テ
ー
マ
に
し
た

多
彩
な
グ
ッ
ズ
を
展
開

補
助
金
で
店
舗
を
改
装

展
示
と
販
売
と
商
談
の
場
に

魅
力
は
ま
だ
ま
だ
打
ち
出
せ
る

商
品
開
発
に
力
を
入
れ
る

　
﹁
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｏ
︵
愛
か
ご
し
ま
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
︶
﹂
と
銘
打
ち
、
鹿
児
島
を

テ
ー
マ
に
し
た
グ
ッ
ズ
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
商
品
は
一
筆
箋
・
絵
葉
書
・
コ
ー
ス

タ
ー
・
缶
バ
ッ
ジ
・
ノ
ー
ト
・
Ｔ
シ
ャ

ツ
・
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
な
ど
。
鹿
児
島
の
風

景
を
描
い
た
水
彩
画
や
西
郷
ど
ん
の
イ
ラ

ス
ト
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

も
と
も
と
の
事
業
は
商
業
印
刷
で
す
が
、

現
在
、
そ
の
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
の
製
造
・
卸
・
販
売

も
手
掛
け
て
い
ま
す
。

　
大
島
紬
や
薩
摩
切
子
の
デ
ザ
イ
ン
を
盛

り
込
ん
だ
﹁
サ
ツ
マ
の
お
祝
い
袋
﹂
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
な
ど
が
主
催
す
る

﹁
２
０
１
９
か
ご
し
ま
新
特
産
品
コ
ン

ク
ー
ル
﹂
で
奨
励
賞
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ご
当
地
グ
ッ
ズ
や
記
念
品
な
ど

の
依
頼
も
受
け
て
い
ま
す
。
小
ロ
ッ
ト
で

多
種
類
の
グ
ッ
ズ
を
制
作
で
き
ま
す
。

　
き
っ
か
け
は
８
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。

い
っ
し
ょ
に
仕
事
を
し
て
い
る
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
方
が
水
彩
画
を
描
か
れ
て
い
て
、

個
展
を
開
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
絵
入

り
の
一
筆
箋
を
作
っ
て
置
い
て
み
た
ん
で

す
。
す
る
と
、
す
ご
く
よ
く
売
れ
ま
し
た
。

ま
た
別
の
機
会
に
絵
葉
書
や
缶
バ
ッ
ジ
を

売
っ
て
み
る
と
、
こ
ち
ら
も
す
ぐ
に
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
大
き
な
可
能
性

が
あ
り
、
新
た
な
道
が
開
け
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
さ
ん
に
は
10
年
ほ

ど
お
世
話
に
な
っ
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な

相
談
に
の
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
で
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

の
活
用
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
申
請
は
採

択
さ
れ
、
補
助
金
を
使
っ
て
店
舗
を
改
装
。

２
０
１
９
年
10
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
て
い
ま
す
。

　
改
装
後
は
オ
ー
プ
ン
で
入
り
や
す
い
雰

囲
気
に
な
り
、
展
示
販
売
の
ほ
か
、
商
談

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
使
い
ま
す
。
仕
事
を

す
る
う
え
で
便
利
に
な
り
、
宣
伝
効
果
の

大
き
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
人
が
よ
く
訪

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ふ
ら
っ
と
覗

い
て
商
品
を
買
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
飛

び
込
み
で
来
ら
れ
た
方
と
商
談
の
機
会
を

持
て
た
り
し
て
い
ま
す
。
グ
ッ
ズ
関
連
の

動
き
だ
け
で
な
く
、
名
刺
や
封
筒
、
年
賀

状
の
印
刷
の
依
頼
も
増
え
ま
し
た
。

　
印
刷
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
れ
ば
、
い

ろ
い
ろ
な
物
を
作
れ
ま
す
。
印
刷
機
械
も

持
っ
て
い
る
の
で
、
企
画
か
ら
製
造
ま
で

一
貫
し
て
で
き
る
の
が
強
み
で
す
。
だ
か

ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
を
小
ロ
ッ
ト
か

ら
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
グ
ッ
ズ
を

作
っ
て
い
く
う
ち
に
ア
イ
テ
ム
は
５
０
０

種
類
以
上
に
増
え
ま
し
た
。

　
﹁
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｏ
﹂
の
商
品
を
、
多
く

の
方
に
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

広
め
る
た
め
に
動
い
て
く
だ
さ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、

認
知
度
も
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
の
展
開
の
広
が
り
は
、
ま
ず
商
品

あ
り
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
、
私
が

す
べ
き
こ
と
は
商
品
開
発
で
す
。
と
に
か

く
、
期
待
に
応
え
て
魅
力
あ
る
商
品
を
作

り
続
け
る
こ
と
が
大
事
。
み
ん
な
が
欲
し

が
る
も
の
を
、
喜
ん
で
も
ら
え
る
も
の
を

ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

鹿児島の魅力をたっぷりと盛り込んだグッズがいろいろ。あたた
かみのある素敵なデザインは、見る人をワクワクさせてくれます。
これらを創り出しているのは、街の小さな印刷専門店です。

うえむら しゅういち

植村 秀一 さん（55）代表

西日本印刷 & AIKAGO

会員さんクローズアップ

創　　業
1971年4月
住　　所
鹿児島市西陵7-18-1
T E L
099-281-2554
営業時間
8:30～18:00
定 休 日
土曜日、日曜日、祝日

「AIKAGO」の商品の一部。数百円からと手に取りやすい
価格のものも多い

会 員 さ ん 情 報 【西日本印刷 & AIKAGO】
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会員さんクローズアップ
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かごしま検定の案内

合
格
に
向
け
知
識
を
深
め
る

か
ご
し
ま
検
定
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　
当
商
工
会
議
所
は
２
月
２
日
、
県
内
お
よ
び

東
京
、
大
阪
の
会
場
な
ど
、
計
９
会
場
で﹁
か
ご

し
ま
検
定
試
験
﹂を
実
施
し
た
。

　
鹿
児
島
の
個
性
豊
か
な
地
域
資
源
や
明
治

維
新
を
中
心
と
す
る
歴
史
、
独
特
の
南
国
文
化

な
ど
、
幅
広
い
分
野
か
ら
出
題
さ
れ
、
３
階
級

合
わ
せ
て
１
６
６
名
が
受
験
し
た
。問
題
は
、

マ
ス
タ
ー
・
シ
ニ
ア
マ
ス
タ
ー
試
験
が
選
択

式
で
50
問
、
最
上
位
資
格
の
グ
ラ
ン
ド
マ
ス

タ
ー
試
験
は
、小
論
文
形
式
で
５
問
出
題
さ
れ
、

各
階
級
の
受
験
者
は
、
直
前
ま
で
参
考
書
籍
を

見
直
す
な
ど
、
集
中
し
た
様
子
で
試
験
に
臨
ん

で
い
た
。

　
１
月
19
日
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま
探
検
の

会
代
表
理
事
の
東
川
隆
太
郎
氏
を
講
師
に
招

き
、
か
ご
し
ま
検
定
受
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
。

　
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
５
分
野
に
つ
い
て
、

検
定
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
に
基
づ
き
講
義
が
行

わ
れ
、
17
名
が
参
加
し
た
。受
講
者
は
講
師
の

説
明
を
熱
心
に
聞
き
入
り
、
ノ
ー
ト
に
重
要
点

を
書
き
と
め
る
な
ど
し
、
合
格
に
必
要
な
知
識

を
深
め
た
。ま
た
、
講
義
の
後
に
は
、
プ
レ
テ
ス

ト
を
実
施
し
た
。

1 19

か
ご
し
ま
検
定

　
　
　
1
6
6
人
が
挑
戦
！

2 2

かごしま
検定試験

観光関連産業などに必要な知識を習得できます！
　本検定は、鹿児島が誇る魅力の数々をより広く知っていただき、
鹿児島のファンを増やしていくために実施する検定です。試験は、
マスター(標準クラス)、シニアマスター(上位クラス)、グランドマス
ター(最上位クラス)の3階級があり、最初はマスター試験から受験・
合格することで、次の階級を受験することができます。※企業単位
での団体受付も行っております。

お申し込み・お問い合わせ
産業振興部　産業振興課　
ＴＥＬ：099－225－9540
ＦＡＸ：099－227－1977
E-mail：shinkou@road.ocn.ne.jp

《実施試験》
・第41回マスター試験
・第39回シニアマスター試験
・第27回グランドマスター試験
《申込期間》
　2020/4/1～2020/5/8

2020/5/31(日)

《実施試験》
・第42回マスター試験
・第40回シニアマスター試験
　※グランドマスター試験の実施
　　はありません。
《申込期間》
　2020/7/6～2020/8/12

2020/9/9(水)

《実施試験》
・第43回マスター試験
・第41回シニアマスター試験
・第28回グランドマスター試験
《申込期間》
　2020/11/30～2021/1/8

2021/2/7(日)

過去問は
コチラから！

マスター・シニアマスター試験：3,300円(税込)
グランドマスター試験　　　　：4,400円(税込)

・公式テキストブック：2,200円(税込)
・過去問題集　　　　：1,650円(税込)
※県内の主要書店、当商工会議所にて販売しています。

受験料について

公式テキストブック・過去問題集販売中！
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1
17

photo News
フォトニュース

多
様
な
人
材
登
用
で
人
手
不
足
解
消

消
費
税
軽
減
税
率
セ
ミ
ナ
ー

従
業
員
の
や
る
気
を
育
て
る
方
法

1
21

人
材
育
成
・
活
用
セ
ミ
ナ
ー

　
1
月
21
日
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
代

表
の
小
林
英
二
氏
を
講
師
に
迎
え
、
人
材
育

成
・
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
36
名
が
参
加

し
た
。﹁
従
業
員
の
や
る
気
を
育
て
る
方
法
﹂
と

題
し
、
企
業
の
成
長
に
直
結
す
る
従
業
員
の
育

て
方
や
活
か
し
方
、
目
標
の
管
理
方
法
な
ど
に

つ
い
て
講
師
か
ら
解
説
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
﹁
今
い
る
従
業
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
、
自
社
の
利
益
を
生
み
出

す
人
材
と
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
の
研
修

で
得
た
知
識
、
情
報
を
活
か
し
、
育
成
に
力
を

注
ぎ
た
い
﹂な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

収
益
に
つ
な
げ
る
Ｉ
Ｔ
活
用
術

1
28

Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

　
１
月
28
日
、︵
株
︶ス
プ
ラ
ム
代
表
取
締
役
の

竹
内
幸
次
氏
を
講
師
に
迎
え
、﹁
Ｉ
Ｔ
活
用
セ

ミ
ナ
ー
﹂を
開
催
し
た
。講
師
か
ら
は
、
だ
れ
で

も
使
え
る
13
種
類
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
誘
導
に
効
果
の
高

い
ピ
ン
タ
レ
ス
ト
な
ど
、
課
題
解
決
に
役
立
つ

Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
、
豊
富
な
事
例
紹
介
や

実
演
を
交
え
た
分
か
り
易
い
解
説
が
あ
っ
た
。

　
今
回
の
参
加
者
62
名
か
ら
は
、﹁
色
々
な
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
、
ど
う
使
い
分
け
れ
ば
良
い
の
か
、
よ

く
わ
か
っ
た
﹂﹁
す
ぐ
に
活
用
で
き
る
Ｉ
Ｔ

ツ
ー
ル
を
数
多
く
学
べ
た
の
で
、
会
社
運
営
に

役
立
て
た
い
﹂な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
１
月
17
日
、
㈱
Ｌ
Ｍ
＆
Ｃ
代
表
取
締
役
の
宮

子
智
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
消
費
税
軽
減
税
率

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、26
人
が
参
加
し
た
。

　﹁
多
様
な
人
材
登
用
で
会
社
を
元
気
に
﹂
と

題
し
、
女
性
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
、
多
様

な
人
材
を
積
極
的
に
活
用
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
と
い
う
考
え
方
を
経
営
に
取
り
入
れ
る

際
の
ポ
イ
ン
ト
や
注
意
点
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
事
例
に
基
づ
い
て
解
説
が
あ
っ
た
。参
加
者

か
ら
は
﹁
自
社
で
も
取
り
入
れ
て
会
社
を
活
性

化
さ
せ
た
い
﹂な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。
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フォトニュース

2
6

支
店
長
・
営
業
所
長
等

　
　
　
　
　
　
１
１
１
人
が
交
流

鹿
児
島
ブ
ラ
ン
チ
交
流
会

鹿
児
島
商
工
会
議
所
か
ら
14
名
参
加

2
13

2
15

全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
ｎ
金
沢
へ
参
加

　
本
年
度
の
﹁
全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大

会
﹂
が
２
月
13
日
〜
15
日
に
か
け
て
石
川
県
金

沢
市
で
開
催
さ
れ
た
。当
商
工
会
議
所
か
ら
は

渕
本
・
川
畑
副
会
頭
を
は
じ
め
、
議
員
や
関
係

す
る
部
会
委
員
な
ど
14
名
が
参
加
し
た
。

　
今
大
会
は
﹁
伝
統
と
革
新
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、

老
舗
企
業
の
技
術
力
や
地
域
の
伝
統
文
化
の

継
承
及
び
現
代
・
地
域
社
会
と
の
共
存
に
つ

い
て
、
全
体
会
議
・
分
科
会
な
ど
で
議
論
が
な

さ
れ
た
。　

　
そ
の
ほ
か
、
全
国
の
他
商
工
会
議
所
の
観
光

振
興
へ
の
取
組
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
参
加

者
か
ら
は
﹁
全
国
各
地
の
成
功
体
験
を
直
接
聞

き
、
知
見
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。﹂な
ど
の

声
が
聞
か
れ
た
。

　
次
回
の
観
光
振
興
大
会
は
本
年
11
月
に
沖

縄
県
那
覇
市
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
。

　
２
月
６
日
、
県
内
に
拠
点
を
置
く
支
店
長
・

営
業
所
長
等
81
人
、
当
商
工
会
議
所
議
員
等
30

人
の
参
加
の
も
と
、
鹿
児
島
ブ
ラ
ン
チ
交
流
会

を
開
催
し
た
。

　
こ
の
交
流
会
は
、
鹿
児
島
市
外
か
ら
赴
任
し

た
支
店
長
、
営
業
所
長
の
鹿
児
島
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
第
一
部
は
、
岩
崎
芳
太
郎
会
頭
が﹁
最
近
、
思

う
こ
と
﹂
と
題
し
て
、
中
小
企
業
の
危
機
感
や

鹿
児
島
市
の
都
市
整
備
等
に
つ
い
て
、
思
い
を

語
っ
た
。

　
第
二
部
の
交
流
会
で
は
、
事
前
申
込
が
あ
っ

た
７
社
か
ら
企
業
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
参

加
者
同
士
の
名
刺
交
換
や
情
報
交
換
が
行
わ

れ
た
。

〜

New! Corolla
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部会委員会活動報告

部会委員会
活動報告

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

〈
情
報
・
文
化
部
会
委
員
研
修
会
〉

■
日
時
　
12
月
6
日
17
時
〜

■
場
所
　
当
商
工
会
議
所
14
階
会
議
室

■
講
師
　
鹿
児
島
大
学

　
　
　
　
　
　
学
長 

　
佐
野
　
輝
　
氏

■
概
要

　
労
働
災
害
で
の
精
神
障
害
の
請
求
件
数

は
、
平
成
27
年
度
１
５
１
５
件
、
28
年
度
１

５
８
６
件
、
29
年
度
１
７
３
２
件
、
30
年
度

１
８
２
０
件
と
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い

る
。

　
厚
生
労
働
省
は
平
成
27
年
12
月
１
日
、

事
業
者
・
労
働
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

者
に
、
自
ら
積
極
的
に
安
全
衛
生
水
準
の

向
上
に
努
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
、改
正
労
働
安
全
衛
生
法
を
施
行
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
企
業
に
は
労
働
者
に

対
す
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
と
面
接
指
導

の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。常
用
労
働

者
が
50
人
以
上
の
事
業
場
は
、
年
１
回
は

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
、
事
業
場

を
管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
に
実
施
報

告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

︵
50

人
未
満
の
事
業
場
は
努
力
義
務
︶。

　
ま
た
、
産
業
医
等
の
産
業
保
健
ス
タ
ッ

フ
を
活
用
し
て
管
理
体
制
を
構
築
し
、
企

業
の
担
当
者
と
の
密
な
連
携
に
よ
り
労
働

環
境
の
改
善
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
働
き
方
改
革
関
連
法
が
平
成
31

年
４
月
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
、
中
小
企
業
に

お
い
て
も
、
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な
取
得 

︵
平
成
31
年
４
月
開
始
︶
や
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制 
︵
令
和
２
年
４
月
開
始
︶
等
を
遵

守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　
企
業
は
、
労
働
者
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
を

通
じ
た
仕
事
の
質
の
改
善
や
、
過
重
労
働

の
回
避
に
よ
る
仕
事
の
量
の
是
正
対
応
に

迫
ら
れ
て
い
る
。
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部会委員会活動報告

幕
末
の
薩
摩
が
残
し
た

　
　 
鹿
児
島
の
資
産
を
次
世
代
に

〈
商
業
会
委
員
研
修
会
〉

■
日
時
　
1
月
21
日
18
時
〜

■
場
所
　
山
形
屋
7
階
　
桜
島

■
講
師
　
尚
古
集
成
館
　
学
芸
員

　
　
　
　
　
　
　
　
小
平
田
　
史
穂
　
氏

■
演
題

　「
幕
末
の
薩
摩
か
ら
未
来
に
向
け
て

　
〜
島
津
斉
彬
や
西
郷
隆
盛
を
通
し
て
〜
」

■
概
要

　
鹿
児
島
は
当
時
、
沖
縄
や
台
湾
・
中
国

と
の
交
易
が
盛
ん
で
そ
の
文
化
圏
に
あ

り
、
も
の
・
人
・
情
報
が
入
っ
て
く
る﹁
海

洋
国
家
﹂
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
。
海
を
越
え
て
様
々
な
も
の
が

入
っ
て
き
た
た
め
、
日
本
で
１
・
２
位
を

争
う
先
進
的
な
地
域
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
入
っ
て
く
る
も
の
が
多
い
分

外
圧
も
多
く
、
１
８
２
４
年
の
宝
島
事
件

以
降
西
欧
諸
国
へ
の
危
機
感
を
強
め
て

い
っ
た
。時
の
薩
摩
藩
主
で
あ
っ
た
島
津

斉
彬
は
﹁
日
本
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
の
よ

う
に
強
く
て
、
豊
か
な
、
進
ん
だ
国
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
語
っ
て
い
る
。そ
の

た
め
薩
摩
藩
か
ら
数
多
く
の
日
本
初
が
誕

生
し
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
蒸
気
船
、
金

属
活
版
印
刷
や
世
界
遺
産
で
あ
る
富
岡
製

糸
工
場
の
起
源
と
な
る
鹿
児
島
紡
績
所
、

ガ
ス
灯
、
日
本
人
に
よ
る
日
本
人
を
撮
影

し
た
写
真
な
ど
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
斉
彬
は﹁
物
産
を
開
発
し
、
よ
り

よ
い
物
を
造
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
富
国

︵
国
中
の
者
が
み
な
豊
か
に
暮
ら
せ
る
国
︶

に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
﹂
と
し
て
近
代

化
事
業
を
機
密
に
す
る
こ
と
な
く
、
藩
外

に
対
し
て
も
積
極
的
に
集
成
館
事
業
を
公

開
し
、発
信
し
た
。

　
斉
彬
の
没
後
も
、
そ
の
意
思
を
島
津
久

光
や
西
郷
隆
盛
、
大
久
保
利
通
ら
が
引
き

継
ぎ
、
鹿
児
島
は
国
内
で
も
１
・
２
位
を

争
う
工
業
都
市
と
な
る
。だ
が
時
代
の
大

き
な
変
化
の
中
、
薩
英
戦
争
や
西
南
戦
争

を
経
て
、
鹿
児
島
は
工
業
か
ら
農
業
へ
方

向
転
換
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
鹿
児
島
の
歴
史
は
お
金
で

買
う
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
鹿
児
島
に
住

ん
で
い
れ
ば
様
々
な
人
に
話
す
こ
と
が
出

来
る
資
産
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
鹿
児
島

が
持
っ
て
い
る
資
産
を
次
の
世
代
に
伝
え

る
と
同
時
に
、
よ
り
一
層
活
用
し
て
も
ら

い
た
い
。
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インフォメーション

i n f o r m a t i o n

（1）新型コロナウイルスに関する経営相談窓口について
　鹿児島商工会議所では、「新型コロナウイルスに関する経営相談窓口」設置いたしまし
た。新型コロナウイルスによる事業への影響（経営や資金繰り等）に関するご相談がござい
ましたらお問い合わせください。
【お問い合わせ先】鹿児島商工会議所　経営支援一課　TEL：099－225－9533

（2）資金繰りに関する主な情報（セーフティネット保証4号・5号）について
　経営の安定に支障が生じている中小企業者を、一般保証（最大2.8億円）とは別枠での保
証の対象とする資金繰り支援制度があります。

（3）申告所得税、個人事業者の消費税の申告・納付期限延長について
　今般、政府の方針を踏まえ、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、申告所得
税等の申告期限・納付期限について令和2年4月16日（木）まで延長となりました。
　なお、当商工会議所が開設中の決算・確定申告個別相談会につきましては、当初予定通り3月
16日（月）までとし、それ以降のご相談につきましては通常の窓口相談にて対応いたします。
【お問い合わせ先】鹿児島商工会議所　経営支援一課　TEL：099－225－9533

※4号の対象地域及び5号の対象業種
ＳＮ4号：3月2日（月）に全都道府県を指定。
ＳＮ5号：既に指定業種となっている旅行業に加え、3月6日（金）から宿泊業、飲食業など
40業種を追加指定。指定業種は経済産業省・中企庁ＨＰより、確認いただけます。
※ご利用手続きの流れ（4号・5号）
①対象となる中小企業者の方は、鹿児島市産業支援課金融係に認定申請を行います。
②希望の金融機関又は鹿児島県信用保証協会に認定書を持参し、保証付き融資を申し込みます。
※ご利用には、別途、金融機関、信用保証協会による審査があります。
※保証制度の詳細については、鹿児島県信用保証協会までお問い合わせください。
※その他新型コロナウイルス感染症により事業活動の影響を受けている事業者の方への融資
は政府系金融機関の日本政策金融公庫のセーフティネット貸付等の制度もございます。

〇セーフティネット保証4号
　自然災害等により影響が生じている地域について、一般枠とは別枠（最大2.8億
円）で借入債務の100％を保証。（最近1ヶ月、かつ、その後の2ヶ月を含む3ヶ月間
の売上高が前年同月比▲20％以上減少等の場合）

〇セーフティネット保証5号
　特に重大な影響が生じている業種について、一般枠とは別枠（最大2.8億円、4号と同
枠）で借入債務の80％を保証。（最近3ヶ月間の売上高が前年同月比▲5％以上減少等
の場合※時限的な運用緩和として、直近の売上高減少と売上高見込みを含む3ヶ月の売上
高減少でも可）

【主なお問い合わせ先】
　・鹿児島市産業支援課金融係　TEL：216－1324
　・鹿児島県経営金融課金融係　TEL：286－2946
　・鹿児島県信用保証協会保証部　TEL：223－0271　経営支援部　TEL：223－0274
　・日本政策金融公庫鹿児島支店（国民生活事業）　TEL：224－1242

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける
事業者の皆様への支援策について
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トレンド通信インフォメーション

資格取得に挑戦し、スキルアップを目指そう！

日　商　検　定

東　商　検　定

第155回 日商簿記検定試験
　簿記は、企業活動を記録・計算・整理して、経営成績と財務状態を明
らかにすることができます。多くの企業から高い評価と信頼を得て
おり、一定の事務能力が身についていることをアピールできます。

試　験　日／
受 付 期 間／
受　験　料／

6月14日(日)
4月6日(月)～5月15日(金)
1級：7,850円　2級：4,720円　3級：2,850円
インターネット申し込みの場合は、ネット受付事務
手数料が別途必要です。

申込方法

鹿児島商工会議所13階窓口へ受験料をご持参いただくか、鹿児島商工会議所のホームページから
お申し込みください。
≪窓口≫　平日の8:30～17:00
　　　　　鹿児島商工会議所　企業支援課　TEL：099－225－9522
≪インターネット≫　24時間対応（申込期間に限る）
　　　　　　　　　　◇詳細はWebで、 鹿児島商工会議所簿記検定　検索

企業が求める資格、第１位※ ～企業、経済を見る目が養える～
※リクルートエージェントのホームページ「企業が求める資格ランキングトップ10」から引用。

各種検定のご案内

申込方法

東商検定は、東商検定センターへの直接申し込みになります。
インターネットもしくは電話にてお申し込みください。
≪電話≫　平日の10:00～18:00（土・日・祝日・年末年始を除く）
　　　　　TEL：03－3989－0777
≪インターネット≫　24時間対応（申込期間に限る）ＵＲＬ：https://www.kentei.org/
　　　　　　　　　　◇詳細はWebで、 東商検定　検索

色彩に関する知識を論理的に身に付ける

このような方にオススメ！
1．簿記や会計の知識を身に付けたい。
2．自社の帳簿付けをできるようにな
りたい。

3．財務諸表（企業の利益や経営、財産
状況をまとめた書類）を読めるよ
うになりたい。

第48回 カラーコーディネーター検定試験
　色の性質や特性を理解し、商品開発や演出などで役立つ実践的な
色彩の知識が身に付きます。
　令和２年度から、スタンダード・アドバンスクラスの２つのレベル
にリニューアル。スタンダードクラスでは基礎知識を習得、アドバン
スクラスでは応用を学び、ファッション色彩・商品色彩・環境色彩の
実務に携わる力が身に付き、ビジネスシーンばかりでなく、プライ
ベートシーンでも活用できます。

試　験　日／
受 付 期 間／
受　験　料／

6月7日(日)
3月24日(火)～4月24日(金)
アドバンスクラス：7,700円
スタンダードクラス：5,500円

このような方にオススメ！

1．会社の企画・開発部門担当の方
2．色彩に関する専門的な知識を活用
して事務職から専門職へキャリア
アップしたい方

3．服飾、スポーツグッズ、化粧品、チ
ラシ、グラフィック、建築、インテ
リア、店舗等の分野に携わってい
る方

リニューアル

®
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「外国人留学生インターンシップ」
受入企業の募集！

「外国人留学生インターンシップ」
受入企業の募集！

　当商工会議所では、海外展開や外国人留学生等の採用を考えている県内企業と、県内の大学に在籍し、鹿児島での
就職に関心のある外国人留学生が、相互に働くことについての理解を深めることを目的に、インターンシップ事業
を実施しております。
　国際関連業務の人材補強、海外への生産・販売拠点の進出などを考えている企業の皆さまは、ぜひ本事業をご活
用ください。

1. 外国人社員の活躍が期待できる部署・職務の発見の機会となります。
　御社で外国人社員が活躍・貢献するには、どのような部署・職務
が適切であるかといったことが、実習を通して見えてきます。

2. 企業の活性化・国際化を促すきっかけづくりになります。
　日本人とは異なる価値観や文化的背景を持つ留学生を社内に迎
え入れることで、新たな感覚や発想を得ることができます。

3. 社員教育の一環としても活用できます。
　指導にあたる社員は、留学生に対して、「仕事を的確に指示して、
業務を遂行してもらうにはどのようにしたらよいか」といったこと
を考えるきっかけとなり、マネジメント力向上など、社員のスキル
アップが図れます。

①企業概要や実習計画を記載した
エントリーシートを作成
②作成したエントリーシートをも
とに、県内各大学の掲示板などで
学生を募集。
③企業と留学生の希望に基づき当
所でマッチング
④インターンシップの実施

～受入までの流れ～留学生インターンシップ受入の効果

＜お申し込み先＞
産業振興部　産業振興課
TEL 099-225-9540
FAX 099-227-1977

　我が国の食をとりまく環境変化や国際化等を背景に、2018年に食品衛生法が改正され、2021年6月から原則
としてすべての食品関連事業者 (製造、加工、調理、販売等 )に対し「HACCPの衛生管理方法に沿った対応」が求め
られることとなりました。
　今回のセミナーでは、制度の概要や具体的な対策、HACCP認証の取得等についてご紹介いたします。

■日　時：令和2年3月18日 ( 水 )13：30～ 15:00
■場　所：鹿児島商工会議所14階大会議室
■内　容：第一部　制度の概要、改正点について
　　　　　　講師：鹿児島県生活衛生課
　　　　　　　　　・食品衛生法の改正点と小規模事業者がすべきこと
　　　　　　　　　・HACCPの考え方を取り入れた衛生管理と手引書
　　　　　　　　　・小規模な飲食店における衛生管理の実例 (演習 )
　　　　　第二部　HACCPの認証等について
　　　　　　講師：㈱鹿児島TLO　認証取得推進アドバイザー 伏貫 義十 氏
　　　　　　　　　・県内における認証取得の状況
　　　　　　　　　・各種認証規格について
　　　　　　　　　・関連する補助事業について
■参加料：無　料

【お申し込み・お問い合わせ】産業振興課　TEL：099-225-9540/　FAX：099-227-1977
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail:shinkou@road.ocn.ne.jp
　※電話・FAX・メールにて、会社名・参加者名・連絡先を3月16日 (月 )までにご連絡ください。

　　　　　　　HACCP制度化はすぐそこ！
まだ間に合う 改正食品衛生法対策セミナー

原則として、すべての食品等事業者

に、一般的衛生管理に加え、HACCP

に沿った衛生管理の実施を求めるも

の。ただし、規模や業種等を考慮した

一定の営業者については、取り扱う食

品の特性等に応じた衛生管理とする。

HACCP の義務化は 2020 年の

6 月から始まるが、経過措置として

1 年間の猶予期間が設けられている

ため、実質的な義務化は2021年の

6月からとなる。

HACCPの制度化について

参加者募集！



17 アイム【2020年3月】

トレンド通信インフォメーション

≪ザ・ビジネスモールとは・・・≫
「ザ・ビジネスモール」は、全国の商工会議所や商工会が共同運営する商取引支援サイトです。
自社を全国にＰＲする、取引先を探すなど、ビジネスの活性化や業務の効率化に是非ご利用ください。

≪簡単・安心のシステムで商談成立へ！≫
❶無料でホームページが作れます。
　ザ・ビジネスモールサイト内に、簡易ホームページ (企業名・所在地・業種・企業PR・画像付商品紹介等 )を
無料で開設できます。
❷企業を検索できます！ 
　全国約26万社が取引先の候補です。求める相手を地域、業種、キーワード等ですばやく検索できます。
❸『買いたい』情報を発信できます！
　求めている商材の情報を登録するだけで、お見積りやご提案が複数社からメールで届きます。
❹『新規取引』を拡大できます！
　提案・見積り依頼のメールを受信・提案できます。

≪お問い合わせ先≫
　鹿児島商工会議所 企業支援課　TEL099－225－9522
　ザ・ビジネスモール事務局(大阪商工会議所内)　ＴＥＬ050－7105－6220

【会員限定・登録無料】

①ザ・ビジネスモールのホームページ
　(https://www.b-mall.ne.jp/)にアクセス
②｢ユーザー登録｣ボタンをクリックし、案内に
したがって登録 (5～10分程度 )

③当商工会議所が情報確認後｢ＩＤ｣を発行
④メールで届いた「ＩＤ」とご自身で設定した
「パスワード」でログインし、企業情報・ＰＲ
情報を更新

登録方法(無料 )

ザ・ビジネスモール
簡単・安心のシステムで取引先拡大のチャンス！

全国約26万社があなたの取引先候補！

　2020年3月31日をもって、商工会議所におけるGS1事業者コードに関するすべての業務を終了させ
ていただきます。長らくご利用いただいた事業者様には申し訳ございませんが、何卒ご了承いただきますよ
うお願い申しあげます。
　2020年4月以降、商工会議所での申請受付・問い合わせ対応は行いませんので、下記のとおりご対応くだ
さいますようお願いいたします。

（1）【更新手続き】既にＧＳ１事業者コードを利用されている事業者様
　　①書 面 提 出：郵送される更新申請書を (一財 ) 流通システム開発センターに郵送。
　　②ネット申請：ホームページ (https://www.dsri.jp/) より申し込み。
（2）【新規登録手続き】新たにＧＳ１事業者コードをご利用される事業者様
　　①書 面 提 出：(一財 ) 流通システム開発センターに申請書類 (「はじめてのバーコードガイド」)の
　　　　　　　　　郵送を依頼し、同センターに郵送。　※商工会議所では申請書類を配布しません。
　　②ネット申請：ホームページ (https://www.dsri.jp/) より申し込み。

１．2020年4月1日以降の手続きについて

2．問い合わせ先の変更について
【連絡・問い合わせ先】
　　(一財 ) 流通システム開発センターGS1事業者コード担当へ直接お問い合わせください。
　　　所在地：〒107-0062　東京都港区南青山1-1-1 新青山ビル東館9Ｆ
　　　ホームページ：https://www.dsri.jp/
　　ＴＥＬ：03-5414-8511　　ＦＡＸ：03-5414-8503
【本件担当】
　　鹿児島商工会議所　企業支援課　ＴＥＬ：099-225-9522

申請受付業務の終了のお知らせ
商工会議所におけるＧＳ1事業者コード (ＪＡＮコード )
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鹿
児
島
商
工
会
議
所
青
年
部
︵
Ｙ
Ｅ
Ｇ
︶

は
、
事
業
意
欲
あ
ふ
れ
る
新
入
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。青
年
部
活
動
や
異
業
種
交
流

を
通
じ
て
、
経
済
人
と
し
て
一
段
の
成
長
を

図
り
た
い
方
は
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　
青
年
部
は
平
成
４
年
９
月
の
設
立
以
来
、

あ
ら
ゆ
る
業
種
の
方
々
が
入
会
し
、
現
在
会

員
１
０
２
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。鹿
児
島

の
地
域
づ
く
り
を
考
え
、
経
済
人
と
し
て
の

人
格
と
教
養
を
高
め
る
ほ
か
、
委
員
会
活
動

な
ど
で
会
員
相
互
の
啓
発
や
親
睦
を
深
め
る

た
め
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
青
年
部
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
加
入
資
格

　
当
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の
経
営

者
、
後
継
者
お
よ
び
経
営
者
の
推
薦
す
る

人
で
45
歳
以
下
の
方

●
年
会
費
　
５
万
円

●
お
問
い
合
わ
せ
　

　
青
年
部
事
務
局

　︵
企
業
支
援
部
経
営
支
援
二
課
︶

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９−

２
２
５−

９
５
３
４

女性会 青年部

来
た
れ
！
新
入
会
員

会報「アイム」PDFをホームページで公開中
　当商工会議所会報「アイム」を2019年1月号からホームページに
掲載しています。
　なお、会報は会員限定のサービスの為、パスワードを設定しており
ます。パスワードは、会報誌１ページ目の目次の上に毎月掲載致しま
すので、ご確認下さい。
　右のＱＲコードからもアクセスできます。
　掲載ＵＲＬ：http://www.kagoshima-cci.or.jp/?p=16941
　パスワード：aim2019

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
女
性
会
で
は
、
経
営

者
と
し
て
高
い
志
を
持
ち
、
自
己
の
変
革
と

向
上
を
通
し
て
社
業
の
発
展
と
地
域
社
会
へ

の
貢
献
を
目
指
す
女
性
経
営
者
の
方
々
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
会
は
昭
和
56
年
８
月
に
設
立
し
、
主

な
活
動
で
あ
る
研
修
や
社
会
貢
献
の
事
業
を

通
じ
て
、
経
営
者
と
し
て
の
資
質
向
上
・
自

己
研
鑽
に
努
め
、
地
域
商
工
業
の
振
興
と
発

展
に
寄
与
す
る
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
会
員
は
75
名
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
女
性

経
営
者
が
活
躍
で
き
る
豊
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。異
業
種

交
流
を
通
じ
、共
に
学
び
、経
営
能
力
を
高
め
た

い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
女

性
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
加
入
資
格

　
当
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の
女
性
経

営
者
、役
員
な
ど

●
年
会
費
　
１
万
円

●
お
問
い
合
わ
せ

　
女
性
会
事
務
局

　︵
企
業
支
援
部
経
営
支
援
一
課
︶

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９−

２
２
５−

９
５
３
３
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　﹃
静
岡
ま
つ
り
﹄は
、
大
御
所
と
し
て
駿
府

城
を
構
え
た
徳
川
家
康
公
が
家
臣
を
連
れ

て
花
見
に
出
か
け
た
故
事
を
再
現
す
る
﹁
大

御
所
花
見
行
列
﹂
を
メ
イ
ン
に
、
昭
和
32
年

か
ら
続
く
お
祭
り
で
す
。

　
期
間
中
、
中
心
市
街
地
に
あ
る
駿
府
城
公

園
で
は
、
江
戸
時
代
の
町
人
姿
の
人
が
行
き

交
い
、
大
演
舞
場
や
ま
つ
り
小
路
な
ど
で

様
々
な
催
し
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　
３
日
は
19
時
か
ら
﹁
前
夜
祭
﹂。４
日
は
静

岡
市
内
各
地
区
か
ら
駿
府
城
を
め
ざ
す
﹁
駿

府
登
城
行
列
﹂に
始
ま
り
、﹁
大
御
所
花
見
行

列
﹂、
城
下
総
踊
り﹁
夜
桜
乱
舞
﹂へ
。５
日
も

﹁
大
御
所
花
見
行
列
﹂、﹁
夜
桜
乱
舞
﹂を
開
催

し
ま
す
。

　
今
回
の
徳
川
家
康
公
役
と
し
て
、
４
日
は

静
岡
市
出
身
の
加
藤
諒
さ
ん
、
５
日
は
俳
優

の
加
藤
泰
之
さ
ん
を
迎
え
ま
す
。ぜ
ひ
桜
満

開
の
静
岡
市
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　
令
和
２
年
４
月
３
日︵
金
︶〜
5
日︵
日
︶

■
開
催
場
所

　
駿
府
城
公
園︵
静
岡
市
葵
区
駿
府
城

　
公
園
１
‐
１
︶お
よ
び
周
辺
市
街
地

■
ア
ク
セ
ス

飛
行
機：

 

Ｆ
Ｄ
Ａ
１
３
４
便

鹿
児
島
空
港
14
時
10
分
発→
富
士
山
静

岡
空
港
15
時
30
分
着

バ
ス：

富
士
山
静
岡
空
港
15
時
55
分
発

→

新
静
岡
駅
16
時
52
分
着

新
静
岡
駅
か
ら
駿
府
城
公
園
ま
で
徒
歩

約
５
分

　
富
士
山
静
岡
空
港
利
用
促
進
協
議
会
︵
事

務
局：

静
岡
県
商
工
会
議
所
連
合
会
︶
は
、

令
和
２
年
３
月
末
ま
で
に
富
士
山
静
岡
空

港
発
着
便
を
利
用
し
た
場
合
、
往
復
利
用
で

４
千
円
︵
片
道
利
用
２
千
円
︶
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
バ
ッ
ク
を
行
う
﹃
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
﹄
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
線
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
利
用
で
、
さ

ら
に
往
復
２
千
円
上
乗
せ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
利
用
す
る
に
は
、

﹁
富
士
山
静
岡
空
港
企
業
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
﹂
へ
の
入
会
︵
入
会
金
・
年
会
費
無
料
︶

が
必
要
で
す
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
や

メ
ー
ル
配
信
な
ど
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
た
め
、
鹿
児
島
県
内
の
企
業
の
皆

様
に
と
っ
て
は
大
変
魅
力
的
な
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
富
士
山
静
岡
空
港
利
用
促
進
協
議
会

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
４︵
２
５
２
︶８
１
６
１

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

s://w
w

w
.fs-a

irp
o
rt.c

o
m

/

　
富
士
山
静
岡
空
港

　
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

　
携
帯
サ
イ
ト →

鹿
児
島
‐
静
岡
便
を
お
得
に
利
用

富
士
山
静
岡
空
港

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
静
岡
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
４︵
２
２
１
︶０
１
８
２

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

s://w
w

w
.sh

izu
o
k
am

atsu
ri.co

m
/

静岡商工会議所
からのお知らせ

25：00 7：00 ￥300
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インフォメーション

募
金
に
あ
た
っ
て
の
ご
連
絡
事
項

○
募
金
は
税
制
上
の
優
遇
措
置
︵
全

額
損
金
扱
い
︶
が
あ
り
ま
す
。

○
10
万
円
以
上
の
場
合
、
両
大
会
愛

称
お
よ
び
マ
ス
コ
ッ
ト
等
を
名
刺

や
会
社
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

︵
商
品
広
告
を
除
く
︶
に
使
用
が

で
き
ま
す
。

○
両
大
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
氏
名
、

企
業
名
、
団
体
名
を
掲
載
し
ま
す
。

○
募
金
は
10
月
末
ま
で
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

申
込
方
法

　
　
当
商
工
会
議
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
申
込
書
を
ご
提
出
い
た
だ
い

た
後
、
専
用
の
振
込
依
頼
書
を
郵
送

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　
　
総
務
企
画
部
企
画
課

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
９
９-

２
２
５-

９
５
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
９
９-

２
２
７-

１
６
１
９

　
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご

し
ま
大
会
実
行
委
員
会 

募
金
・
企
業
協

賛
推
進
委
員
会
︵
委
員
長：

鹿
児
島
県

商
工
会
議
所
連
合
会
岩
崎
芳
太
郎
会

長
︶で
は
、
本
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
第

75
回
国
民
体
育
大
会
﹁
か
ご
し
ま
国
体
﹂

お
よ
び
第
20
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
﹁
か
ご
し
ま
大
会
﹂
に
か
か
る
募
金

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
１
９
７
２
︵
昭
和
47
︶
年
の
太
陽
国
体

以
来
、
お
よ
そ
50
年
ぶ
り
に
鹿
児
島
で
開

催
さ
れ
る
こ
の
大
会
に
は
、選
手
・
監
督
、

大
会
関
係
者
、
観
覧
者
な
ど
の
合
計
約
80

万
人
の
参
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。そ

の
経
済
効
果
は
６
１
９
億
円
と
の
予
測

も
あ
り
、
本
県
の
宿
泊
、
飲
食
、
土
産
、
交

通
な
ど
幅
広
い
分
野
へ
の
波
及
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
済
界
で

も
、
募
金
活
動
や
協
賛
募
集
な
ど
、
こ
の

大
会
の
成
功
に
向
け
て
積
極
的
に
協
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
鹿
児
島
に
お
け
る
過
去
最
大
級
の
こ

の
大
会
を
、
経
済
活
動
の
活
性
化
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
、
人
材
育
成
な
ど
の
視

点
か
ら
地
域
活
性
化
に
繋
げ
て
い
く
た

め
に
は
、
官
民
が
一
体
と
な
り
、
地
域
全

体
で
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
大
変
重
要
で

あ
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、﹁
か
ご
し
ま
国
体
﹂

な
ら
び
に
﹁
か
ご
し
ま
大
会
﹂
の
募
金
活

動
に
つ
い
て
、
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
会
員
企
業
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。︵
募
金
は
全
額
損
金

扱
い
が
で
き
ま
す
。︶

　
ま
た
、
会
員
企
業
の
役
員
・
社
員
の

皆
様
の
職
域
募
金
に
つ
き
ま
し
て
も
併

せ
て
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
巻
末

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2
0
2
0
か
ご
し
ま
国
体
・

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

募
金
の
お
願
い

〜
経
済
界
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
よ
う
〜

・感謝状　・贈呈式　・ぬいぐるみ

・感謝状　・両大会シンボルマーク入りピンバッチ

・礼状　　・両大会グッズ

・礼状

・盾　・感謝状　・贈呈式　・ぬいぐるみ
・国体の総合開会式及び総合閉会式又は障スポの開会式及び閉会式に招待
　（5 名まで。500 万円以上の場合は10 名まで。）

・感謝状　・贈呈式　・ぬいぐるみ
・国体の総合開会式及び総合閉会式又は障スポの開会式及び閉会式に招待
　（5 名まで）

50万円以上

10万円以上

1万円以上

　　１万円未満

200万円以上

100万円以上

寄附金額 内　　容



〒892-0842　鹿児島市東千石町1-38鹿児島商工会議所ビル13F

アクサ生命保険株式会社　鹿児島営業所

※ご加入にあたってはパンフレット・重要事項説明書
（契約概要・注意喚起情報）を必ずご覧ください。

○保障内容　　

【お問い合わせ】　

【引受保険会社】

個人事業主・役員および従業員の福利厚生制度に！

生命共済制度生命共済制度
入院給付金付災害割増特約・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付 定期保険（団体型）

鹿児島商工会議所　企業支援課　TEL 099-223-0011

会員
限定

不慮の事故により死亡したとき
〈死亡保険金(主契約)+災害保険金〉

上記以外の事由により死亡したとき
〈死亡保険金(主契約)〉

不慮の事故により
高度障害状態のいずれかになったとき
〈高度障害保険金(主契約)+災害高度障害保険金〉
傷害または疾病により
高度障害状態のいずれかになったとき
〈高度障害保険金(主契約)〉
不慮の事故により1日以上の入院をしたとき
(同一事故による入院は、更新前の入院日数を含み、通算60日限度)
〈入院給付金〉
ガンで1日以上の入院をしたとき
 (1年に1回限度)
〈ガン入院一時金〉
6大生活習慣病で1日以上の入院をしたとき 
(1年に1回限度)
〈6大生活習慣病入院一時金〉
ガンの治療を直接の目的とした先進医療による
療養を受けたとき
〈ガン先進医療一時金〉

日
帰
り
入
院
か
ら
保
障

入 

院
・
治 

療

高 
度 

障 

害

死 

亡

お支払事由
口数 2口

500
万円

100
万円

4
万円

3,000
円

2
万円

10
万円

100
万円

500
万円

1日につき

◆15～60歳までの方は、2口の場合、月々の掛
金1,300円。
◆ガンや6大生活習慣病で入院した場合、ガンで
先進医療を受けた場合は一時金が支払われます。
◆法人が役員・従業員のために負担した掛金は、
全額損金に参入できます。また、個人事業主が
従業員のために負担した掛金は、全額必要経費
に算入できます。
◆1年ごとに収支計算を行って剰余金が生じた場
合には、配当金としてお返しいたします。

24時間保障 診査なし 配当金も !

6大生活習慣病入院一時金
ガン入院一時金 ・ ガン先進医療一時金

健康増進に役立つ付帯サービスも
健診機関紹介サービス、禁煙外来紹介サービスなど

業務上・業務外を問わず 1年更新で医師の 剰余金があれば

関心をもっていただけた場合は、お電話またはFAXにてお気軽にお問い合わせ下さい。 FAX 099-227-1977

※ご記入いただく個人情報は、共済制度のご案内をお届けする目的にのみ利用させていただきます。

生命共済資料請求 鹿児島商工会議所企業支援部企業支援課　宛

事業所名 ご担当者名 T E L

福利厚生制度にご活用いただけます




